
 

 

 

 

 

令和７年度 

市道長袋上線ほか1路線（山根跨道橋ほか1橋） 

橋梁定期点検業務 
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白石市 

  



 

 

第１節 総則 

 

第1条 （業務名） 

 令和 7 年度 市道長袋上線ほか 1路線（山根跨道橋ほか 1橋）橋梁定期点検業務 

 

第2条 （目的） 

本業務は、白石市が管理する山根跨道橋と狐沢跨道橋について、各部材の状況を把握・

診断し、必要な措置を特定するために点検を行うことを目的とする。 

 

第3条 （摘要） 

 本業務は、白石市財務規則に基づく契約書及び設計図書並びに特記仕様書、「宮城県共

通仕様書（建設関連業務－地質・土質調査編、測量編、設計編）」に基づき実施するもの

とする。この場合、宮城県土木部作成の共通仕様書（建設関連業務－地質・土質調査編、

測量編、設計編）の文中における宮城県を白石市と読み替え準用したものを仕様書とす

る。 
 

第4条 （履行期間） 

契約締結日の翌日 から 令和８年２月２７日まで 

 

第5条 （業務場所） 

 白石市福岡長袋字陣場が丘 地内ほか 

 

第6条 （使用図書） 

本業務で使用する図書は、共通仕様書のほか、以下のとおりとする。 

・橋梁定期点検要領  令和 6年 7月 国土交通省 道路局 国道・技術課 

・道路橋定期点検要領 令和 6年 3月 国土交通省 道路局 

・道路橋定期点検業務積算資料（暫定版） 令和 7 年 4月 国土交通省 道路局 

・橋梁における第三者被害予防措置要領（案） 平成 28 年 12 月 

国土交通省 道路局 国道・防災課 

 

第7条 （提出書類） 

本業務を実施するにあたり受注者は、以下の書類を作成し提出するものとする。 

(1) 業務計画書 

(2) 着手届 

(3) 工程表 

(4) 技術者届出書 



 

 

(5) その他発注者が必要と認める書類 

なお、承認された事項を変更しようとするときは、その都度承認を受けなければならな

い。 
 

第8条 （点検技術者） 

受注者は、点検業務の事務を行う「点検技術者」を定め、その氏名、その他必要な事項

を発注者に通知しなければならない。変更したときも同様とする。なお、点検技術者は道

路橋点検士の資格を有し、道路橋の点検に関する相当の技術と実施経験を有すること。 

 

第9条 （貸与資料） 

本業務の貸与資料は以下のものとする。 

(1) 橋梁台帳 

(2) 橋梁定期点検調書 

(3) その他業務履行上必要な発注者の所有する資料 

 

第10条 （緊急対応の判断） 

調査する橋梁に第三者等へ被害の恐れが懸念される状態、構造上安全性が著しく損なわ

れている状態等が確認された際は、速やかに監督員に報告し、対応を協議する。 

 

第11条 （安全管理） 

交通状況に即した適切な保安施設を設けるなどして、安全管理に努めるものとする。緊

急連絡体制を事前に構築し、その体制にもとづいて事故発生時等は迅速に必要な対応を行

うものとする。なお、保安施設は「道路工事保安施設設置基準（案）」及び東日本高速道

路株式会社福島管理事務所の指導内容に基づき設置する。 

 

第12条 （守秘義務及び品質及び情報セキュリティ等の確保） 

受注者は、入札日において、守秘義務、品質及び情報セキュリティ等の観点により、下

記の認証資格を取得していること。 

(1) 品質マネジメントシステム（ISO9001） 

(2) 環境マネジメントシステム（ISO14001） 

 

第13条 （受注者の義務） 

受注者は本業務の実施にあたり、発注者の意図及び本業務の目的等を十分理解した上で

誠実かつ正確に業務を遂行するものとし、手戻り等のないよう十分注意して業務を遂行し

なければならない。 

 



 

 

第14条 （疑義の協議・作業打合せの記録等） 

受注者は、業務を適正かつ円滑に実施するため、常に発注者と密接な連絡をとるものとし、

本特記仕様書及びその他の規程準拠等について疑義が生じた場合は、速やかに発注者と協

議のうえ業務方針及び諸条件等に関する疑義を解決しなければならない。 

 

第15条 （暴力団の排除） 

受注者が、この契約の履行期間中に白石市入札契約暴力団等排除措置要綱（平成 20年白

石市告示第 83号。次「排除要綱」という。）別表 1各号に該当すると認められた場合は、契

約を解除することがある。 

受注者は、排除要綱別表 1 各号に該当し、発注者から入札参加除外措置を受けている者

にこの契約の全部又は一部を下請負させ、若しくは受託させてはならない。また、この契

約の下請負若しくは受託をさせた者が、排除要綱別表 1各号に該当すると認められる場合

は、該当下請契約等の解除を求めることができる。 

受注者は、この契約の履行に当り暴力団員又は暴力団関係者（次、「暴力団員等」とい

う。）から不当要求又は妨害を受けた場合は、速やかに警察への通報を行い、捜索上必要

な協力を行うとともに、発注者へ報告すること。また、この契約の下請負若しくは受託を

させた者が、暴力団員等から不当要求又は妨害を受けた場合は、同様の措置を行うよう指

導すること。なお、暴力団員等から不当要求又は妨害を受け、警察への通報、捜査協力及

び発注者への報告が適切に行われた場合で、これにより、履行遅滞等が発生するおそれが

あると認められる場合は、必要に応じて、工程の調整、工期の延長等の措置を講じるもの

とする。 

 
第16条 （暴力団等排除に係る解除） 
発注者は、受注者が次の各号のいずれかに該当するときは、契約を解除することができ

るものとする。なお、受注者の使用人が受注者の業務として行った行為は、受注者の行為

とみなす。 
(1) 受注者が白石市暴力団排除条例（平成 24 年白石市条例第 26号）第 2条第 4号に規定

する暴力団員等であるとき。 

(2) 受注者又は受注者の役員が、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成

3 年法律第 77号）第 2条第 6 号に規定する暴力団員と生計を一にする配偶者（婚姻の

届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者を含む。）であるとき。 

(3) 受注者又は受注者の役員が、自社、自己若しくは第三者の不当な利益を図り、又は第

三者に損害を加える目的をもって、暴力団員等の威力を利用するなどしていると認め

られるとき。 
(4) 受注者又は受注者の役員が、暴力団員等に対して、資金等を提供し、又は便宜を供与

するなど積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与していると認められるとき。 



 

 

(5) 受注者又は受注者の役員が、暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有している

と認められるとき。 
(6) 受注者又は受注者の役員等が、暴力団員等であることを知りながら、これと取引した

り、又は不当に利用していると認められるとき。 
前項の規定は、受注者が共同企業体又は事業協同組合である場合については、その代表

者又は構成員が同項各号のいずれかに該当した場合に適用する。 
 

 

第２節 業務内容 

 

第17条 （業務概要） 

 本業務の対象橋梁は、次の橋梁である。 

(1) 市道長袋上線     山根跨道橋（L＝58.55ｍ Ｗ＝5.9ｍ） 

（点検範囲は東北自動車に架かる L=28.65ｍまでの範囲とする。ただし、橋面等につ

いては L=58.55ｍを点検範囲とする） 

(2) 市道陣馬ヶ丘 5号線  狐沢跨道橋（L＝53.20ｍ Ｗ＝5.9ｍ） 

（点検範囲は東北自動車に架かる L=28.65ｍまでの範囲とする。ただし、橋面等につ

いては L=53.20ｍを点検範囲とする） 

 

第18条 （橋梁定期点検）  

(1) 計画準備 

業務計画書作成、現地踏査、及び関係機関との協議資料作成等を行う。部材番号図の

作成は含まないため、必要な場合は別途、計上するものとする。 

１）業務計画書作成 

業務計画書及び、詳細な橋梁毎の点検計画となる実施計画書の作成及び関連資

料等の収集を行う。業務計画書等の作成にあたっては、既存の定期点検（部材番

号図を含む）の記録等を活用して実施するものとする。 

２）現地踏査 

     定期点検に先立って現地踏査を行い、橋梁の変状（劣化・損傷等）程度を把握 

する他、橋梁の立地環境、交通状況、交通規制の要否、近接手段等について現場 

の概況の調査記録（写真撮影含む）を行う。現地踏査にあたっては、既存の定期

点検の記録等の情報を活用して実施するものとする。 

３）関係機関との協議資料作成 

定期点検において必要な関係機関との協議用資料、説明用資料の作成及び必要 

な資料等の収集を行う｡これらの資料作成等にあたっては、既存の定期点検時に

実施した協議資料等を活用して実施するものとする。 



 

 

(2) 定期点検 

１）状態の把握（点検）及び健全性の診断の区分決定（診断） 

「定期点検要領」に基づき、橋梁点検車、あるいは梯子等を用いた近接目視に

より行い、点検時点での状態に関する情報を収集するとともに、上部構造、下部

構造及び上下部接続部のそれぞれについて、活荷重、地震、豪雨・出水等の想定

する状況における性能を推定し、特定事象の有無や必要な措置に対する技術的な

見解などの根拠を踏まえ、施設単位毎に健全際の診断区分を決定する。 

現地では、既存の定期点検及び健全性の診断結果の記録等を活用して作業を行

う。 

２）定期点検の結果の記録とその他記録の補完 

   点検結果及び診断結果について、定期点検要領の記録の手引きを参考に「様式

１、様式２、様式３」を作成し記録するものとする。作成作業は、既存の定期点

検の点検表記録様式の電子データを活用して実施するものとする。なお、定期点

検要領の付録に示す様式の電子データは国土交通省が公開する「道路橋記録様

式」を参照するものとする。 

   また、必要に応じて道路管理者が保有する橋梁台帳等の記載事項を補完するた

めに、現地計測を行う。 

(3) 報告書作成 

点検業務の成果として、作成した資料や定期点検の結果の記録等のとりまとめを行

う。これらの報告書作成にあったては、既存の定期点検の点検表記録様式の電子データ

を活用して実施するものとする。なお、作成した「様式１、様式２、様式３」のオリジ

ナルデータについては、電子媒体でも納品すること。 

(4) 打合せ協議 

打合せは、業務着手時、各作業の中で主要な区切りの時点及び成果品納入時に行う。 

（a）業務着手時 

   業務計画書等をもとに、調査方法、内容等の打合せを行うとともに、既存の点  

  検表記録様式等の橋梁点検に必要な資料等の貸与を行う。 

（b）中間打合せ 

   現地踏査時終了時あるいは現地での点検終了時等の区切りにおいて、中間打合 

  せを１回行うことを標準とする。中間打合せが２回以上必要な場合は、その回数

について計上する。 

（c）成果品納入時 

   成果品のとりまとめが完了した時点で打合せを行うものとする。 

 

 

 



 

 

(5) 関係機関打合せ協議 

点検において必要な関係機関との協議用資料の作成及び必要資料の収集を行う。本業 

務においては関係機関として東日本高速道路株式会社福島管理事務所と宮城県高速道路

交通警察隊の協議を想定している。 

 

第19条 （成果品） 

本業務の成果品は以下のものとする。 

(1) 概要版（A3）                   ：2 部（電子データ及び出力したもの） 

(2) 報告書（点検調書・現場写真等） ：2部（電子データ及び出力したもの） 

(3) その他監督員の指示するもの。 

 

第20条 （完了期限） 

 本業務の完了期限は、令和 8 年 2 月 27 日とする。なお、完了期限内であっても発注者

が成果の一部として提出を求めた場合、受注者は監督職員と協議のうえ、誠意をもって対

応することとする。 
 
第21条 （補償） 

本業務実施中に第三者に与えた損害及び借地等は受注者の負担とする。 
 

第22条 （その他） 

土地の立ち入り 
本業務にあたり、白石市が発行した身分証明書を提示すること。 

 



位 置 図

市道長袋上線

山根跨道橋

市道陣場ケ丘５号線
狐沢跨道橋

白 石 市



令和 7 年度

作成日 令和　7年　6月　20日

令和７年度　市道長袋上線ほか1路線（山根跨道橋ほか1橋）橋梁定期点検業務

白石市福岡長袋字陣場が丘　地内ほか

1.橋梁定期点検　Ｎ＝2橋（山根跨道橋、狐沢跨道橋）

　　1)計画準備　　　　　　　　　　　　　　1式

　　3)報告書作成　　　　　　　　　　　　　1式

自 令和 年 月 日

至 令和 8 年 2 月 27 日

業 務 名

業 務 場 所

業 務 概 要

履 行 期 間

　　2)定期点検　　　　　　　　　　　　　　1式

実 施 設 計 書
白　石　市



費　　　　　目 数　量 備　　　　　考

橋梁定期点検業務
1式

業務費総計

消費税相当額 (税率：10 %)

委託費総計

白石市

規　　　　　格 金　　　額

総  　　括  　　表

令和７年度市道長袋上線ほか1路線（山根跨道橋ほか1橋）橋梁定期点検業務



単 位 数 量 金　額 備　　　　　考

式 1

式 1

式 1

橋 2

第1号明細表

式 1

橋 2

第2号明細表

式 1

橋 2

第3号明細表

式 1

式 1

式 1

業務 1

第4号明細表

機関 2

第5号明細表

式 1

式 1

式 1

式 1

白石市

直接経費

　　直接経費

　打合せ 中間１回

　　　　計画準備 4ｍ程度　橋長50を超える

定期点検

共通

旅費交通費

　　　　旅費交通費 調査、計画業務（率計算）

　関係機関打合せ協議

打合せ等

　　共通

　定期点検 4ｍ程度　橋長50を超える

　報告書作成 4ｍ程度　橋長50を超える

報告書作成

　　橋梁定期点検

計画準備

橋梁定期点検業務

費 目  /  工 種  /  種 別  /  細 別 規　　　　　格 単　価

橋梁定期点検

内　  　訳 　 　書



単 位 数 量 金　額 備　　　　　考

式 1

式 1

式 1

日 2

第6号明細表

式 1

日 2

式 1

式 1

式 1

式 1

式 1

白石市

　電子成果品作成費

機械経費

　機械経費

安全費

一般管理費等 α35%・β35%

橋梁定期点検業務価格

α35%
直接人件費×α/（1-α）

その他原価

業務原価

　安全費 車線規制

直接原価

リフト車 トラック架装・伸縮ブーム・バケット型
作業床9.7ｍ

その他

電子成果品作成費

橋梁定期点検業務

費 目  /  工 種  /  種 別  /  細 別 規　　　　　格 単　価

内　  　訳 　 　書



参　考　資　料

　参考資料は、設計図書ではなく、設計図書のほかに発注者の標準的な考え方と
しての資料に過ぎず、入札参加者等への適正・迅速な業務費の見積に供するもの
である。



第 1 号

主任技術者 技師長 主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員

2.3 1.9 4.5 5.0 3.7

2.3 1.9 4.5 5.0 3.7

白石市

計

単位当り

備 考

計画準備

員数計

作　業　内　容 金額計

明　　　細　　　表

計画準備　4ｍ程度　橋長（ｍ）50を超える 10橋当り



第 2 号

主任技術者 技師長 主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員

11.3 11.1 10.4

11.3 11.1 10.4

白石市

員数計

計

単位当り

備 考

定期点検

作　業　内　容 金額計

明　　　細　　　表

定期点検　4ｍ程度　橋長（ｍ）50を超える 10橋当り



第 3 号

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ 技術員

0.5 0.6 1.0 1.2 1.5

0.5 0.6 1.0 1.2 1.5

白石市

員数計

計

単位当り

備 考

報告書作成

作　業　内　容 金額計

明　　　細　　　表

報告書作成　4ｍ程度　橋長（ｍ）50を超える 10橋当り



第 4 号

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ

0.5 0.4

0.5 0.2

0.5 0.4

1.0 1.3 0.2

白石市

員数計

計

単位当り

中間打合せ

成果物納入時

業務着手時

作　業　内　容 金額計 備 考

明　　　細　　　表

打合せ （中間１回） 1業務当り



第 5 号

主任技師 技師Ａ 技師Ｂ 技師Ｃ

0.5 0.5

0.5 0.5

白石市

単位当り

員数計

計

関係機関打合せ協議

作　業　内　容 金額計 備 考

明　　　細　　　表

関係機関打合せ協議 その他 1機関当り



第 6 号

数量 単位 単価 金額

1.0 人

1.0

18.00 L

1.0 日

明　　　細　　　表

機械経費（リフト車　トラック架装・伸縮ブーム・バケット型　作業床9.7ｍ）

名称/規格 備 考

運転手（特殊運転手）

員数計

計

軽油（スタンド）

機械賃料（ブーム床高12ｍ）

部材・機材・経費等

合計

単位当り

白石市


